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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年2月5日(2009.2.5)

【公表番号】特表2008-515897(P2008-515897A)
【公表日】平成20年5月15日(2008.5.15)
【年通号数】公開・登録公報2008-019
【出願番号】特願2007-535753(P2007-535753)
【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｋ  31/5377   (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 307/68     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 261/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 213/82     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 241/24     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 207/34     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 333/38     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 207/28     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 285/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 213/89     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 231/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  21/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/00     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  21/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 311/17     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 311/19     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 275/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 275/40     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 275/42     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ 275/28    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/17    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/18    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/216   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 295/18    ＣＳＰＺ
   Ａ６１Ｋ  31/5375  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/27    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 307/24    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/5377  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 307/68    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 261/18    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 213/82    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 241/24    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 207/34    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 333/38    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 207/28    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 285/06    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 213/89    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 231/14    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  25/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  15/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  27/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/14    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
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   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  21/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/14    　　　　
   Ａ６１Ｐ  21/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０５　
   Ｃ０７Ｃ 311/17    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 311/19    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 275/10    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 275/40    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 275/42    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年12月10日(2008.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造式Ｉの化合物であって、
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【化１】

　式中、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４は、各々個別に、Ｈ、アルキル、－ＯＲ９ａ、－Ｎ（Ｒ１

０）（Ｒ１１）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１２）（Ｒ１３）、－Ｃ（＝Ｏ）－ＯＲ９ｂ、－Ｏ
Ｐ（＝Ｏ）（ＯＲ９ｃ）（ＯＲ９ｄ）、－ＣＮ、若しくは

【化２】

であり、
　Ｒ５及びＲ６は、各々個別に、Ｈ若しくはアルキルであるか、又は、それらが結合する
炭素原子と共に３～８員環の炭素環を形成するものであって、前記環炭素原子の１～３は
、個別に、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（＝Ｏ）－、－Ｓ（＝Ｏ）２－、若しくはＮ（Ｒ９ｅ）
－によって選択的に置換されても良い）、
　各Ｒ７及びＲ８は、個別に、Ｈ、アルキル、ハロゲン、若しくは－ＯＲ９ｆであり、
　Ａ、Ｂ、Ｄ、及びＥは、各々個別に、Ｎ、ＣＲ１４ａ、Ｃ－［Ｃ（Ｒ１５ａ）（Ｒ１６

ａ）］ｐ－Ｎ（Ｒ１７）－Ｇ１、若しくはＣ－［Ｃ（Ｒ１５ｂ）（Ｒ１６ｂ）］ｐ－ＯＣ
（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１８ａ）（Ｒ１８ｂ）であり、
　Ａ、Ｂ、Ｄ、Ｅ、及びＪの中の２つ以下がＮであるならば、Ｊは、Ｎ若しくはＣＲ１４

ｂであり、
　各Ｇ１は、個別に、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ１９、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒ２０ａ）（Ｒ２０ｂ

）、－Ｃ（＝Ｏ）－ヘテロシクロアルキル、－Ｃ（＝Ｏ）－ヘテロアリール、－Ｃ（＝Ｏ
）－Ｎ（Ｒ１８ｃ）（Ｒ１８ｄ）、－Ｃ（＝ＣＨＮＯ２）－Ｎ（Ｒ１８ｃ）（Ｒ１８ｄ）
、若しくは－Ｃ（＝Ｎ－ＣＮ）－Ｎ（Ｒ１８ｅ）（Ｒ１８ｆ）であり、
　Ｇ２は、アルキル、アシル、アリール、ヘテロアリール、ヘテロシクロアルキル、－Ｓ
（＝Ｏ）２Ｒ１９、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒ２０ａ）（Ｒ２０ｂ）、－Ｃ（＝Ｏ）－ヘテロ
シクロアルキル、－Ｃ（＝Ｏ）－ヘテロアリール、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１８ｃ）（Ｒ１

８ｄ）、－Ｃ（＝Ｏ）－ＯＲ９ｂ、－Ｃ（＝ＣＨＮＯ２）－Ｎ（Ｒ１８ｃ）（Ｒ１８ｄ）
、若しくは－Ｃ（＝Ｎ－ＣＮ）－Ｎ（Ｒ１８ｅ）（Ｒ１８ｆ）であり、
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　各Ｒ９ａ、Ｒ９ｂ、Ｒ９ｃ、Ｒ９ｄ、Ｒ９ｅ、及びＲ９ｆは、個別に、Ｈ若しくはアル
キルであり、
　各Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、及びＲ１３は、個別に、Ｈ、アルキル、アルケニル、アリ
ール、若しくはヘテロアリールであるか、又は、各々のＲ１０及びＲ１１若しくはＲ１２

及びＲ１３は、それらが結合する窒素原子と共に、個別に、４～８員環の複素環を形成す
るものであって、前記環炭素原子の１若しくは２は、個別に、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（＝
Ｏ）－、－Ｓ（＝Ｏ）２－、－ＮＨ－、－Ｎ（アルキル）－、－Ｎ（Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ９ａ

）－、若しくは－Ｎ（Ｓ（＝Ｏ）２－Ｒ９ａ）－によって選択的に置換されても良く、
　各Ｒ１４ａ及びＲ１４ｂは、個別に、Ｈ、ハロゲン、アルキル、－ＣＨ２Ｆ、－ＣＨＦ

２、－ＣＦ３、－ＣＮ、－（ＣＨ２）ｒ－ＯＨ、若しくは－（ＣＨ２）ｒ－Ｏ－アルキル
であり、
　各Ｒ１８ａ、Ｒ１８ｂ、Ｒ１８ｃ、Ｒ１８ｄ、Ｒ１８ｅ、Ｒ１８ｆ、Ｒ２０ａ、及びＲ
２０ｂは、個別に、Ｈ、アルキル、アルケニル、若しくはアリールであり、又は、各々の
Ｒ１８ａ及びＲ１８ｂ、若しくはＲ１８ｃ及びＲ１８ｄ、若しくはＲ２０ａ及びＲ２０ｂ

は、それらが結合する窒素原子と共に、個別に、４～８員環の複素環を形成するものであ
って、前記環炭素原子の１若しくは２は、個別に、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（＝Ｏ）２－、
－ＮＨ－、－Ｎ（アルキル）－、－Ｎ（Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ９ａ）－、若しくは－Ｎ（Ｓ（＝
Ｏ）２－Ｒ９ａ）－によって選択的に置換されても良く、
　各Ｒ１９は、個別に、Ｈ、アルキル、アリール、ＯＨ、若しくは－Ｏ－アルキルであり
、
　Ｗは、単結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＨ２－、－ＣＦ２－、アルキリデン、－ＣＨ（ハ
ロゲン）－、－ＣＨ（ＯＨ）－、若しくは－ＣＨ（Ｏ－アルキル）－であり、Ｗが－Ｏ－
若しくは－Ｓ－であるならば、ｎ≧２であり、各Ｒ７及びＲ８は、個別に、Ｈ若しくはア
ルキルであり、
　Ｘは、単結合、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｏ－、若しくは－Ｎ（Ｒ２１）－であり、Ｘが－Ｏ
－であるならば、Ｇ２は－Ｃ（＝Ｎ－ＣＮ）－Ｎ（Ｒ１８ｅ）（Ｒ１８ｆ）以外であり、
更にＸが－Ｏ－若しくは－Ｎ（Ｒ２１）－であるならば、Ｒ８はＨ若しくはアルキルであ
り、更にＧ２が－Ｃ（＝ＣＨＮＯ２）－Ｎ（Ｒ１８ｃ）（Ｒ１８ｄ）であるならば、Ｘは
－Ｎ（Ｒ２１）－であり、更にＧ２がヘテロシクロアルキル若しくはヘテロアリールであ
り、環ヘテロ原子を介してＸに結合するならば、Ｘは単結合であり、
　各Ｒ１５ａ、Ｒ１５ｂ、Ｒ１６ａ、Ｒ１６ｂ、Ｒ１７、及びＲ２１は、個別に、Ｈ若し
くはアルキルであるか、又は、Ｒ１７及びＲ１８ｃは、それらが結合する原子と共に、４
～８員環の複素環を形成するものであって、前記環炭素原子の１若しくは２は、個別に、
－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（＝Ｏ）－、－Ｓ（＝Ｏ）２－、－ＮＨ－、－Ｎ（アルキル）－、
－Ｎ（Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ９ａ）－、若しくは－Ｎ（Ｓ（＝Ｏ）２－Ｒ９ａ）－によって選択
的に置換されても良く、又は、Ｒ１８ｃ及びＲ２１は、それらが結合する原子と共に、４
～８員環の複素環を形成するものであって、前記環炭素原子の１若しくは２は、個別に、
－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（＝Ｏ）－、－Ｓ（＝Ｏ）２－、－ＮＨ－、－Ｎ（アルキル）－、
－Ｎ（Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ９ａ）－、若しくは－Ｎ（Ｓ（＝Ｏ）２－アルキル）－によって選
択的に置換されても良く、
　ｍ及びｎは、各々個別に、１～５の整数であり、
　各々のｐは、個別に、０～５の整数であり、及び
　各々のｒは、個別に、０～４の整数であり、
　但し、
　Ａ、Ｂ、Ｄ、及びＥのうちの少なくとも１つは、Ｃ－［Ｃ（Ｒ１５ａ）（Ｒ１６ａ）］

ｐ－Ｎ（Ｒ１７）－Ｇ１若しくはＣ－［Ｃ（Ｒ１５ｂ）（Ｒ１６ｂ）］ｐ－ＯＣ（＝Ｏ）
－Ｎ（Ｒ１８ａ）（Ｒ１８ｂ）、である化合物、
　又は、薬学的に許容可能なその塩。
【請求項２】
　請求項１記載の化合物において、Ｒ１は、－ＯＲ９ａ若しくは－Ｎ（Ｒ１０）（Ｒ１１
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）である。
【請求項３】
　請求項２記載の化合物において、Ｒ１は、－ＯＲ９ａである。
【請求項４】
　請求項３記載の化合物において、Ｒ１は、－ＯＨである。
【請求項５】
　請求項１記載の化合物において、Ｒ３及びＲ４は、各々個別に、Ｈ若しくはアルキルで
ある。
【請求項６】
　請求項５記載の化合物において、Ｒ３及びＲ４は、各々、Ｈである。
【請求項７】
　請求項１記載の化合物において、Ｒ５及びＲ６は、各々個別に、Ｈ若しくはアルキルで
あるか、又は、それらが結合する炭素原子と共に、３～８員環の炭素環を形成するもので
あって、前記環炭素原子の１つは、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（＝Ｏ）－、－Ｓ（＝Ｏ）２－
、若しくは－Ｎ（Ｒ９ｅ）－によって選択的に置換されても良いものである。
【請求項８】
　請求項７記載の化合物において、Ｒ５及びＲ６は、各々個別に、Ｈ若しくはアルキルで
あるか、又は、それらが結合する炭素原子と共に、３～６員環の炭素環を形成するもので
あって、前記環炭素原子の１つは、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（＝Ｏ）－、－Ｓ（＝Ｏ）２－
、若しくは－Ｎ（Ｒ９ｅ）－によって選択的に置換されていても良いものである。
【請求項９】
　請求項８記載の化合物において、Ｒ５及びＲ６は、各々個別に、Ｈ若しくはアルキルで
あるか、又は、それらが結合する炭素原子と共に、３～６員環の炭素環を形成するもので
ある。
【請求項１０】
　請求項９記載の化合物において、Ｒ５及びＲ６は、各々個別に、Ｈ若しくはアルキルで
ある。
【請求項１１】
　請求項１０記載の化合物において、Ｒ５及びＲ６は、メチルである。
【請求項１２】
　請求項１記載の化合物において、Ｒ７及びＲ８は、各々個別に、Ｈ若しくはアルキルで
ある。
【請求項１３】
　請求項１２記載の化合物において、Ｒ７及びＲ８は、Ｈである。
【請求項１４】
　請求項１記載の化合物において、Ａ、Ｂ、Ｄ、及びＥは、各々個別に、ＣＲ１４ａ、Ｃ
－［Ｃ（Ｒ１５ａ）（Ｒ１６ａ）］ｐ－Ｎ（Ｒ１７）－Ｇ１、若しくはＣ－［Ｃ（Ｒ１５

ｂ）（Ｒ１６ｂ）］ｐ－ＯＣ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１８ａ）（Ｒ１８ｂ）である。
【請求項１５】
　請求項１４記載の化合物において、Ａ、Ｂ、Ｄ、及びＥは、各々個別に、ＣＲ１４ａ、
Ｃ－［Ｃ（Ｒ１５ａ）（Ｒ１６ａ）］ｐ－Ｎ（Ｒ１７）－Ｇ１である。
【請求項１６】
　請求項１５記載の化合物において、Ｇ１は、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１８ｃ）（Ｒ１８ｄ

）であり、Ｒ１７及びＲ１８ｃは、それらが結合される原子と共に、４～８員環の複素環
を形成し、１若しくは２の環炭素原子は、個別に、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（＝Ｏ）－、－
Ｓ（＝Ｏ）２－、－ＮＨ－、－Ｎ（アルキル）－によって選択的に置換されても良いもの
である。
【請求項１７】
　請求項１５記載の化合物において、Ｒ１７は、Ｈ若しくはアルキルである。
【請求項１８】
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　請求項１５記載の化合物において、Ａ、Ｂ、Ｄ、及びＥのうちの２若しくは３は、各々
個別に、ＣＲ１４ａである。
【請求項１９】
　請求項１記載の化合物において、Ｊは、ＣＲ１４ｂである。
【請求項２０】
　請求項１記載の化合物において、Ｇ１は、個別に、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ１９、－Ｃ（＝Ｏ
）－ヘテロシクロアルキル、－Ｃ（＝Ｏ）－ヘテロアリール、若しくは－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ
（Ｒ１８ｃ）（Ｒ１８ｄ）である。
【請求項２１】
　請求項２０記載の化合物において、Ｇ１は、－Ｃ（＝Ｏ）－ヘテロシクロアルキル若し
くは－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１８ｃ）（Ｒ１８ｄ）である。
【請求項２２】
　請求項１記載の化合物において、Ｇ２は、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ１９、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（
Ｒ２０ａ）（Ｒ２０ｂ）、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１８ｃ）（Ｒ１８ｄ）、若しくは－Ｃ（
＝Ｎ－ＣＮ）－Ｎ（Ｒ１８ｅ）（Ｒ１８ｆ）である。
【請求項２３】
　請求項１記載の化合物において、Ｇ２は、アルキル若しくは－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１８

ｃ）（Ｒ１８ｄ）である。
【請求項２４】
　請求項２３記載の化合物において、Ｇ２は、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１８ｃ）（Ｒ１８ｄ

）である。
【請求項２５】
　請求項２４記載の化合物において、Ｘは、－Ｎ（Ｒ２１）－であり、Ｒ１８ｃ及びＲ２

１は、それらが結合する原子と共に、４～８員環の複素環を形成するものであって、前記
環炭素原子の１若しくは２は、個別に、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（＝Ｏ）－、－Ｓ（＝Ｏ）

２－、－ＮＨ－、－Ｎ（アルキル）－、－Ｎ（アシル）－、若しくは－Ｎ（Ｓ（＝Ｏ）２

－アルキル）－によって選択的に置換されていても良いものである。
【請求項２６】
　請求項２４記載の化合物において、Ｘは、単結合、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｏ－、－Ｎ（Ｈ
）－、若しくは－Ｎ（アルキル）－である。
【請求項２７】
　請求項１記載の化合物において、Ｒ９ａは、Ｈである。
【請求項２８】
　請求項１記載の化合物において、Ｒ１４ａは、Ｈである。
【請求項２９】
　請求項１記載の化合物において、Ｒ１４ｂは、Ｈである。
【請求項３０】
　請求項１記載の化合物において、少なくとも１つのＲ１４ａ及びＲ１４ｂは、－（ＣＨ

２）ｒ－ＯＨ若しくは－（ＣＨ２）ｒ－Ｏ－アルキルである。
【請求項３１】
　請求項１記載の化合物において、各々のＲ１８ｃ及びＲ１８ｄは、個別に、Ｈ、アルキ
ル、若しくはアリールであるか、又は、各々のＲ１８ｃ及びＲ１８ｄは、それらが結合す
る窒素原子と共に、４～８員環の複素環を形成するものであって、前記環炭素原子の１若
しくは２は、個別に、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（＝Ｏ）－、－Ｓ（＝Ｏ）２－、－ＮＨ－、
若しくは－Ｎ（アルキル）－によって選択的に置換されても良いものである。
【請求項３２】
　請求項３１記載の化合物において、各々のＲ１８ｃ及びＲ１８ｄは、個別に、Ｈ若しく
はアルコキシカルボニルによって選択的に置換されたアルキルである。
【請求項３３】
　請求項３２記載の化合物において、少なくとも１つのＲ１８ｃ及びＲ１８ｄは、Ｃ１～
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Ｃ３アルコキシカルボニルによって選択的に置換されたアルキルである。
【請求項３４】
　請求項３３記載の化合物において、少なくとも１つのＲ１８ｃ及びＲ１８ｄは、－ＣＨ

２Ｃ（＝Ｏ）－ＯＣＨ２ＣＨ３である。
【請求項３５】
　請求項３１記載の化合物において、Ｒ１８ｃ及びＲ１８ｄの一方は、選択的に置換され
たアリールである。
【請求項３６】
　請求項３５記載の化合物において、Ｒ１８ｃ及びＲ１８ｄの一方は、アルコキシ、シア
ノ、若しくはジアルキルアミノによって置換されたフェニルである。
【請求項３７】
　請求項３６記載の化合物において、Ｒ１８ｃ及びＲ１８ｄの一方は、メタ－アルコキシ
、メタ－シアノ、メタ－ジアルキルアミノ、パラ－アルコキシ、パラ－シアノ、若しくは
パラ－ジアルキルアミノによって置換されたフェニルである。
【請求項３８】
　請求項１記載の化合物において、Ｗは、－Ｏ－若しくは－ＣＨ２－である。
【請求項３９】
　請求項１記載の化合物において、Ｘは、単結合若しくは－Ｎ（Ｒ２１）－である。
【請求項４０】
　請求項１記載の化合物において、Ｒ１５ａ、Ｒ１６ａ、及びＲ２１の少なくとも１つは
、Ｈである。
【請求項４１】
　請求項４０記載の化合物において、Ｒ１５ａ、Ｒ１６ａ、及びＲ２１は、各々Ｈである
。
【請求項４２】
　請求項１記載の化合物において、Ｒ１７及びＲ１８ｃの少なくとも１つは、Ｈである。
【請求項４３】
　請求項１記載の化合物において、ｍは、１である。
【請求項４４】
　請求項１記載の化合物において、ｎは、１若しくは２である。
【請求項４５】
　請求項１記載の化合物において、ｐは、１である。
【請求項４６】
　請求項１記載の化合物において、ｒは、１若しくは２である。
【請求項４７】
　請求項１記載の化合物において、Ａ及びＤの一方は、Ｃ－［Ｃ（Ｒ１５ａ）（Ｒ１６ａ

）］ｐ－Ｎ（Ｒ１７）－Ｇ１であるか、若しくはＢ及びＥの一方は、Ｃ－［Ｃ（Ｒ１５ａ

）（Ｒ１６ａ）］ｐ－Ｎ（Ｒ１７）－Ｇ１である。
【請求項４８】
　請求項４７記載の化合物において、Ｒ１７は、Ｈである。
【請求項４９】
　請求項４８記載の化合物において、Ｒ１は、－ＯＲ９ａである。
【請求項５０】
　請求項４９記載の化合物において、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４は、各々Ｈである。
【請求項５１】
　請求項５０記載の化合物において、Ｒ５及びＲ６は、各々アルキルである。
【請求項５２】
　請求項５１記載の化合物において、Ｒ５及びＲ６は、各々個別に、Ｃ１～Ｃ３アルキル
である。
【請求項５３】
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　請求項５２記載の化合物において、Ｒ５及びＲ６は、各々メチルである。
【請求項５４】
　請求項５３記載の化合物において、Ｒ７及びＲ８は、各々Ｈである。
【請求項５５】
　請求項５４記載の化合物において、Ｊは、ＣＲ１４ｂであり、Ｄ及びＥの一方は、Ｃ－
［Ｃ（Ｒ１５ａ）（Ｒ１６ａ）］ｐ－Ｎ（Ｒ１７）－Ｇ１であり、Ａ及びＢとＤ及びＥの
いずれかい１つとは、各々個別に、ＣＲ１４ａである。
【請求項５６】
　構造式ＩＩａ若しくはＩＩｂである、
【化３】

　請求項５５記載の化合物。
【請求項５７】
　請求項５６記載の構造式ＩＩａ若しくはＩＩｂの化合物において、Ｗは、単結合、－Ｏ
－、若しくは－ＣＨ２－である。
【請求項５８】
　請求項５７記載の化合物において、Ｗは、－Ｏ－若しくは－ＣＨ２－である。
【請求項５９】
　請求項５８記載の化合物において、ｎは、１若しくは２である。
【請求項６０】
　請求項５９記載の化合物において、ｎは、２である。
【請求項６１】
　請求項５９記載の化合物において、Ｘは、単結合、－ＣＨ＝ＣＨ－、若しくは－Ｎ（Ｒ
２１）－である。
【請求項６２】
　請求項６１記載の化合物において、Ｘは、単結合若しくは－Ｎ（Ｒ２１）－である。
【請求項６３】
　請求項６１記載の化合物において、Ｇ２は、アルキル、アシル、若しくは－Ｃ（＝Ｏ）
－Ｎ（Ｒ１８ｃ）（Ｒ１８ｄ）である。
【請求項６４】
　請求項６３記載の化合物において、Ｇ２は、Ｃ１～Ｃ３アルキルである。
【請求項６５】
　請求項６３記載の化合物において、Ｇ２は、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ１～Ｃ６アルキルである
。
【請求項６６】
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　請求項６３記載の化合物において、Ｇ２は、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１８ｃ）（Ｒ１８ｄ

）である。
【請求項６７】
　請求項６３記載の化合物において、Ｇ１は、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１８ｃ）（Ｒ１８ｄ

）である。
【請求項６８】
　請求項６７記載の化合物において、Ｇ１は、－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ（Ｃ１～Ｃ３アルキル
）である。
【請求項６９】
　請求項６３記載の化合物において、Ｇ１は、－Ｃ（＝Ｏ）－ヘテロシクロアルキルであ
る。
【請求項７０】
　請求項６９記載の化合物において、Ｇ１は、
【化４】

　である。
【請求項７１】
　請求項６３記載の化合物において、Ｇ１は、－Ｓ（＝Ｏ）２－アルキルである。
【請求項７２】
　請求項７１記載の化合物において、Ｇ１は、－Ｓ（＝Ｏ）２－ＣＨ３である。
【請求項７３】
　請求項６８記載の構造式ＩＩａの化合物において、Ｇ１は、Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｈ）ＣＨ

２ＣＨ３であり、Ｇ２は、

【化５】

　であり、Ｘは単結合であり、ｎは２であり、ｐは１であり、Ｗは－Ｏ－であり、Ｒ９ａ

、Ｒ１５ａ、及びＲ１６ａは、各々Ｈである。
【請求項７４】
　請求項６８記載の構造式ＩＩａの化合物において、Ｇ１は、Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｈ）ＣＨ

２ＣＨ３であり、Ｇ２は－Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ（ＣＨ３）３であり、Ｘは－ＮＨ－であり、ｎ
及びｐは各々１であり、Ｗは－ＣＨ２－であり、Ｒ９ａ、Ｒ１５ａ、及びＲ１６ａは各々
Ｈである。
【請求項７５】
　請求項６８記載の構造式ＩＩａの化合物において、Ｇ１は、Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｈ）ＣＨ

２ＣＨ３であり、Ｇ２は、

【化６】
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　であり、Ｘは－ＮＨ－であり、ｎ及びｐは各々１であり、Ｗは－ＣＨ２－であり、Ｒ９

ａ、Ｒ１５ａ、及びＲ１６ａは、各々Ｈである。
【請求項７６】
　請求項６８記載の構造式ＩＩａの化合物において、Ｇ１は、Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｈ）ＣＨ

３であり、Ｇ２は、
【化７】

　であり、Ｘは単結合であり、ｎは２であり、ｐは１であり、Ｗは－ＣＨ２－であり、Ｒ
９ａ、Ｒ１５ａ、及びＲ１６ａは、各々Ｈである。
【請求項７７】
　請求項６８記載の構造式ＩＩａの化合物において、Ｇ１は、Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｈ）ＣＨ

２ＣＨ３であり、Ｇ２は、

【化８】

　であり、Ｘは単結合であり、ｎは２であり、ｐは１であり、Ｗは－ＣＨ２－であり、Ｒ
９ａ、Ｒ１５ａ、及びＲ１６ａは、各々Ｈである。
【請求項７８】
　請求項６８記載の構造式ＩＩａの化合物において、Ｇ１は、Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｈ）ＣＨ
（ＣＨ３）２であり、Ｇ２は、

【化９】

　であり、Ｘは単結合であり、ｎは２であり、ｐは１であり、Ｗは－ＣＨ２－であり、Ｒ
９ａ、Ｒ１５ａ、及びＲ１６ａは、各々Ｈである。
【請求項７９】
　カンナビノイド受容体に対して活性を示す請求項１記載の化合物。
【請求項８０】
　１－［４'－（１，１－ジメチルヘプチル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イル］
－３－エチル－ウレア、
　Ｎ－［４'－（１，１－ジメチルヘプチル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イル］
－メタンスルホンアミド、
　Ｎ－［４'－（１，１－ジメチルヘプチル）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イル］
－メタンスルホンアミド、
　６－（２－ヒドロキシ－３'－メタンスルホニルアミノビフェニル－４－イル）－６－
メチル－ヘプタン酸メチルエステル、
　１－［４'－（１，１－ジメチルヘプチル）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメ
チル］－３－エチル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチルヘプチル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イルメ
チル］－３－エチル－ウレア、
　１－｛２－［４'－（１，１－ジメチルヘプチル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－
イル］－エチル｝－３－エチル－ウレア、
　Ｎ－［４'－（１，１－ジメチルヘプチル）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イル
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メチル］メタンスルホンアミド、
　Ｎ－［４'－（１，１－ジメチルヘプチル）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－２－イル
メチル］－メタンスルホンアミド、
　Ｎ－｛２－［４'－（１，１－ジメチルヘプチル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－
イル]－エチル｝－メタンスルホンアミド、
　１－｛４'－［１，１－ジメチル－２－（３－モルホリン－４－イル－３－オキソ－プ
ロポキシ）－エチル］－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル｝－３－エチル－
ウレア、
　１－［４'－（２－ブトキシ－１，１－ジメチルエチル）－２'－ヒドロキシビフェニル
－２－イルメチル］－３－エチル－ウレア、
　１－［４'－（２－ブトキシ－１，１－ジメチルエチル）－２'－ヒドロキシビフェニル
－２－イルメチル］－３－プロピル－ウレア、
　１－［４'－（２－ブトキシ－１，１－ジメチルエチル）－２'－ヒドロキシビフェニル
－３－イルメチル］－３－エチル－ウレア、
　１－［４'－（２－ブトキシ－１，１－ジメチルエチル）－２'－ヒドロキシビフェニル
－３－イルメチル］－３－プロピル－ウレア、
　１－エチル－３－｛２'－ヒドロキシ－４'－［２－（２－メトキシエトキシ）－１，１
－ジメチルエチル］－ビフェニル－２－イルメチル｝－ウレア、
　１－エチル－３－｛２'－ヒドロキシ－４'－［２－（２－メトキシエトキシ）－１，１
－ジメチルエチル］－ビフェニル－３－イルメチル｝－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イルメチル］－３－エチル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシ－
４－エニル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イル－メチル］－３－エチル－ウレア
、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イル－メチル］－３－エチル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イル－メチル］－３－メチル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イル－メチル］－３－イソプロピル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イル－メチル］－３－（４－メトキシフェニル）
－ウレア、
　｛３－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシ
ル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イルメチル］－ウレイド｝－酢酸エチルエステ
ル、
　１－（４－ジメチルアミノフェニル）－３－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホ
リン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イルメチ
ル］－ウレア、
　１－（３－シアノフェニル）－３－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４
－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イルメチル］－ウ
レア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イルメチル］－３－（３－メトキシフェニル）－
ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル］－３－メチル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル］－３－イソプロピル－ウレア、
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　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル］－３－（４－メトキシフェニル）－
ウレア、
　｛３－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシ
ル）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル］－ウレイド｝－酢酸エチルエステ
ル、
　１－（４－ジメチルアミノフェニル）－３－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホ
－リン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメ
チル］－ウレア、
　１－（３－シアノフェニル）－３－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４
－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル］－ウ
レア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル］－３－（３－メトキシフェニル）－
ウレア、
　Ｎ－（４－｛３'－［（３－エチルウレイド）－メチル］－２－ヒドロキシビフェニル
－４－イル｝－４－メチルペンチル）－２，２－ジメチルプロピオンアミド、
　１－（４－｛２'－［（３－エチルウレイド）－メチル］－２－ヒドロキシビフェニル
－４－イル｝－４－メチルペンチル）－３－イソプロピルウレア、
　１－（４－｛３'－［（３－エチルウレイド）－メチル］－２－ヒドロキシビフェニル
－４－イル｝－４－メチルペンチル）－３－イソプロピルウレア、
　エチルカルバミン酸４－｛３'－［（３－エチルウレイド）－メチル］－２－ヒドロキ
シビフェニル－４－イル｝－４－メチルペンチルエステル、
　エチルカルバミン酸４－｛２'－［（３－エチルウレイド）－メチル］－２－ヒドロキ
シビフェニル－４－イル｝－４－メチルペンチルエステル、
　モルホリン－４－カルボン酸（４－｛３'－［（３－エチルウレイド）－メチル］－２
－ヒドロキシビフェニル－４－イル｝－４－メチルペンチル）－アミド、
　テトラヒドロフラン－２－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－
４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル］－
アミド、
　フラン－２－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６
－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル］－アミド、
　フラン－３－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６
－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル］－アミド、
　イソオキサゾール－５－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４
－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル］－ア
ミド、
　２，５－ジメチルフラン－３－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリ
ン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル
］－アミド、
　Ｎ－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル］－ニコチンアミド、
　ピラジン－２－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－
６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル］－アミド、
　１－メチル－１Ｈ－ピロール－２－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モル
ホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメ
チル］－アミド、
　５－メチルイソオキサゾール－３－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モル
ホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメ
チル］－アミド、



(14) JP 2008-515897 A5 2009.2.5

　チオフェン－３－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル
－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル］－アミド、
　５－オキソ－ピロリジン－２－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリ
ン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル
］－アミド、
　［１，２，３］－チアジアゾール－４－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－
モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イ
ルメチル］－アミド、
　５－メチルピラジン－２－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－
４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル］－
アミド、
　Ｎ－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル］－１－ヒドロキシイソニコチンアミ
ドＮ－オキシド、
　１，５－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－３－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－
６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－３
－イルメチル］－アミド、
　テトラヒドロフラン－２－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－
４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イルメチル］－
アミド
　フラン－２－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６
－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イルメチル］－アミド、
　フラン－３－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６
－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イルメチル］－アミド、
　イソオキサゾール－５－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４
－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イルメチル］－ア
ミド、
　２，５－ジメチルフラン－３－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリ
ン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イルメチル
］－アミド、
　Ｎ－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イルメチル］－ニコチンアミド、
　ピラジン－２－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－
６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イルメチル］－アミド、
　１－メチル－１Ｈ－ピロール－２－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モル
ホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イルメ
チル］－アミド、
　５－メチルイソオキサゾール－３－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モル
ホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イルメ
チル］－アミド、
　チオフェン－３－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル
－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イルメチル］－アミド、
　５－オキソピロリジン－２－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン
－４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イルメチル］
－アミド、
　［１，２，３］－チアジアゾール－４－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－
モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イ
ルメチル］－アミド、
　５－メチルピラジン－２－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－
４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－２－イルメチル］－
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アミド、
　テトラヒドロフラン－２－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－
４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル］－
アミド、
　フラン－２－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６
－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル］－アミド、
　４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'
－ヒドロキシビフェニル－３－イルメチル］－メタンスルホンアミド、
　４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'
－ヒドロキシビフェニル－２－イルメチル］－メタンスルホンアミド、
　２－アミノ－Ｎ－（４－（３'－（（３－エチルウレイド）メチル）－２－ヒドロキシ
ビフェニル－４－イル）－４－メチルペンチル）－２－メチルプロパンアミド、
　Ｎ－（４－（３'－（（３－エチルウレイド）－メチル）－２－ヒドロキシビフェニル
－４－イル）－４－メチルペンチル）－ニコチンアミド、
　１－エチル－３－（（２'－メトキシ－４'－（２－メチル－７－モルホリノ－７－オキ
ソヘプタン－２－イル）－ビフェニル－３－イル）メチル）ウレア、
　Ｎ－（４－（３'－（（３－エチルウレイド）－メチル）－２－メトキシビフェニル－
４－イル）－４－メチルペンチル）－ピバルアミド、
　１－エチル－３－（（２'－ヒドロキシ－４'－（２－メチル－７－モルホリノヘプタン
－２－イル）－ビフェニル－３－イル）メチル）－ウレア、
　１－エチル－３－（（２'－ヒドロキシ－４'－（２－メチル－５－（ネオペンチルアミ
ノ）－ペンタン－２－イル）ビフェニル－３－イル）－メチル）ウレア、及び、
　薬学的に許容可能なその塩
　からなる群から選択される請求項１記載の化合物。
【請求項８１】
　１－｛４'－［１，１－ジメチル－２－（３－モルホリン－４－イル－３－オキソ－プ
ロポキシ）－エチル］－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イル－メチル｝－３－エチ
ル－ウレア、
　Ｎ－（４－｛３'－［（３－エチル－ウレイド）－メチル］－２－ヒドロキシ－ビフェ
ニル－４－イル｝－４－メチル－ペンチル）－２，２－ジメチル－プロピオンアミド、
　モルホリン－４－カルボン酸（４－｛３'－［（３－エチル－ウレイド）－メチル］－
２－ヒドロキシ－ビフェニル－４－イル｝－４－メチル－ペンチル）－アミド、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イルメチル］－３－メチル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イル－メチル］－３－エチル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イル－メチル］－３－イソプロピル－ウレア、
　１－（４－｛３'－［（３－エチル－ウレイド）－メチル］－２－ヒドロキシ－ビフェ
ニル－４－イル｝－４－メチル－ペンチル）－３－イソプロピル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－２－イル－メチル］－３－メチル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－２－イルメチル］－３－エチル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシ－
４－エニル）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－２－イル－メチル］－３－エチル－ウレ
ア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－２－イル－メチル］－３－イソプロピル－ウレア、
　テトラヒドロ－フラン－２－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン
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－４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イル－メチ
ル］－アミド、
　Ｎ－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イルメチル］－メタンスルホンアミド、
　１－［４'－（２－ブトキシ－１，１－ジメチル－エチル）－２'－ヒドロキシ－ビフェ
ニル－２－イルメチル］－３－エチル－ウレア、
　１－［４'－（２－ブトキシ－１，１－ジメチル－エチル）－２'－ヒドロキシ－ビフェ
ニル－２－イルメチル］－３－プロピル－ウレア、
　１－［４'－（２－ブトキシ－１，１－ジメチル－エチル）－２'－ヒドロキシ－ビフェ
ニル－３－イルメチル］－３－エチル－ウレア、
　１－［４'－（２－ブトキシ－１，１－ジメチル－エチル）－２'－ヒドロキシ－ビフェ
ニル－３－イルメチル］－３－プロピル－ウレア、
　１－エチル－３－｛２'－ヒドロキシ－４'－［２－（２－メトキシ－エトキシ）－１，
１－ジメチル－エチル］－ビフェニル－２－イルメチル｝－ウレア、
　１－エチル－３－｛２'－ヒドロキシ－４'－［２－（２－メトキシ－エトキシ）－１，
１－ジメチル－エチル］－ビフェニル－３－イルメチル｝－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－へプチル）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イ
ル－メチル］－３－エチル－ウレア、
　１－（４－｛２'－［（３－エチル－ウレイド）－メチル］－２－ヒドロキシ－ビフェ
ニル－４－イル｝－４－メチル－ペンチル）－３－イソプロピル－ウレア、
　エチル－カルバミン酸４－｛３'－［（３－エチル－ウレイド）－メチル］－２－ヒド
ロキシ－ビフェニル－４－イル｝－４－メチル－ペンチルエステル、
　エチル－カルバミン酸４－｛２'－［（３－エチル－ウレイド）－メチル］－２－ヒド
ロキシ－ビフェニル－４－イル｝－４－メチル－ペンチルエステル、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－２－イル－メチル］－３－（４－メトキシ－フェニ
ル）－ウレア、
　｛３－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシ
ル）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－２－イル－メチル］－ウレイド｝－酢酸エチルエ
ステル、
　１－（４－ジメチルアミノ－フェニル）－３－［４'－（１，１－ジメチル－６－モル
ホリン－４－イル－６－オキソ－ヘ－キシル）－２'－ヒドロキシ－ビ－フェニル－２－
イル－メチル］－ウレア、
　１－（３－シアノ－フェニル）－３－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－
４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－２－イル－メチル
］－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－２－イル－メチル］－３－（３－メ－トキシ－フェ
ニル）－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イル－メチル］－３－（４－メトキシ－フェニ
ル）－ウレア、
　｛３－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシ
ル）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イル－メチル］－ウレイド｝－酢酸エチルエ
ステル、
　１－（４－ジメチルアミノ－フェニル）－３－［４'－（１，１－ジメチル－６－モル
ホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イル
－メチル］－ウレア、
　１－（３－シアノ－フェニル）－３－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－
４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イル－メチル
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］－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イルメチル］－３－（３－メトキシ－フェニル
）－ウレア、及び、
　薬学的に許容可能なその塩
　からなる群から選択される請求項８０記載の化合物。
【請求項８２】
　１－｛４'－［１，１－ジメチル－２－（３－モルホリン－４－イル－３－オキソ－プ
ロポキシ）－エチル］－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イル－メチル｝－３－エチ
ル－ウレア、
　Ｎ－（４－｛３'－［（３－エチル－ウレイド）－メチル］－２－ヒドロキシ－ビフェ
ニル－４－イル｝－４－メチル－ペンチル）－２，２－ジメチル－プロピオンアミド、
　モルホリン－４－カルボン酸（４－｛３'－［（３－エチル－ウレイド）－メチル］－
２－ヒドロキシ－ビフェニル－４－イル｝－４－メチル－ペンチル）－アミド、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イルメチル］－３－メチル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イル－メチル］－３－エチル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イル－メチル］－３－イソプロピル－ウレア、
　１－（４－｛３'－［（３－エチル－ウレイド）－メチル］－２－ヒドロキシ－ビフェ
ニル－４－イル｝－４－メチル－ペンチル）－３－イソプロピル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－２－イル－メチル］－３－メチル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－２－イルメチル］－３－エチル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシ－
４－エニル）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－２－イル－メチル］－３－エチル－ウレ
ア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－２－イル－メチル］－３－イソプロピル－ウレア、
　テトラヒドロ－フラン－２－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン
－４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イル－メチ
ル］－アミド、
　Ｎ－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イルメチル］－メタンスルホンアミド、
　１－［４'－（２－ブトキシ－１，１－ジメチル－エチル）－２'－ヒドロキシ－ビフェ
ニル－２－イルメチル］－３－エチル－ウレア、
　１－［４'－（２－ブトキシ－１，１－ジメチル－エチル）－２'－ヒドロキシ－ビフェ
ニル－２－イルメチル］－３－プロピル－ウレア、
　１－［４'－（２－ブトキシ－１，１－ジメチル－エチル）－２'－ヒドロキシ－ビフェ
ニル－３－イルメチル］－３－エチル－ウレア、
　１－［４'－（２－ブトキシ－１，１－ジメチル－エチル）－２'－ヒドロキシ－ビフェ
ニル－３－イルメチル］－３－プロピル－ウレア、
　１－エチル－３－｛２'－ヒドロキシ－４'－［２－（２－メトキシ－エトキシ）－１，
１－ジメチル－エチル］－ビフェニル－２－イルメチル｝－ウレア、
　１－エチル－３－｛２'－ヒドロキシ－４'－［２－（２－メトキシ－エトキシ）－１，
１－ジメチル－エチル］－ビフェニル－３－イルメチル｝－ウレア、及び、
　薬学的に許容可能なその塩
　からなる群から選択される請求項８１記載の化合物。
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【請求項８３】
　１－｛４'－［１，１－ジメチル－２－（３－モルホリン－４－イル－３－オキソ－プ
ロポキシ）－エチル］－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イル－メチル｝－３－エチ
ル－ウレア、
　Ｎ－（４－｛３'－［（３－エチル－ウレイド）－メチル］－２－ヒドロキシ－ビフェ
ニル－４－イル｝－４－メチル－ペンチル）－２，２－ジメチル－プロピオンアミド、
　モルホリン－４－カルボン酸（４－｛３'－［（３－エチル－ウレイド）－メチル］－
２－ヒドロキシ－ビフェニル－４－イル｝－４－メチル－ペンチル）－アミド、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イルメチル］－３－メチル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イル－メチル］－３－エチル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イル－メチル］－３－イソプロピル－ウレア、
　１－（４－｛３'－［（３－エチル－ウレイド）－メチル］－２－ヒドロキシ－ビフェ
ニル－４－イル｝－４－メチル－ペンチル）－３－イソプロピル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－２－イル－メチル］－３－メチル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－２－イルメチル］－３－エチル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ｈｅｘ－
４－ｅｎｙｌ）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－２－イル－メチル］－３－エチル－ウ
レア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－２－イル－メチル］－３－イソプロピル－ウレア、
　テトラヒドロ－フラン－２－カルボン酸［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン
－４－イル－６－オキソ－ヘキシル）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イル－メチ
ル］－アミド、
　Ｎ－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イルメチル］－メタンスルホンアミド、及び、
　薬学的に許容可能なその塩
　からなる群から選択される請求項８２記載の化合物。
【請求項８４】
　１－｛４'－［１，１－ジメチル－２－（３－モルホリン－４－イル－３－オキソ－プ
ロポキシ）－エチル］－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イル－メチル｝－３－エチ
ル－ウレア、
　Ｎ－（４－｛３'－［（３－エチル－ウレイド）－メチル］－２－ヒドロキシ－ビフェ
ニル－４－イル｝－４－メチル－ペンチル）－２，２－ジメチル－プロピオンアミド、
　モルホリン－４－カルボン酸（４－｛３'－［（３－エチル－ウレイド）－メチル］－
２－ヒドロキシ－ビフェニル－４－イル｝－４－メチル－ペンチル）－アミド、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イルメチル］－３－メチル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イル－メチル］－３－エチル－ウレア、
　１－［４'－（１，１－ジメチル－６－モルホリン－４－イル－６－オキソ－ヘキシル
）－２'－ヒドロキシ－ビフェニル－３－イル－メチル］－３－ウレア、及び、
　薬学的に許容可能なその塩
　からなる群から選択される請求項８３記載の化合物。
【請求項８５】
　薬学的に許容可能な担体と請求項１記載の化合物とを有する薬学的組成物。
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【請求項８６】
　請求項８５記載の薬学的組成物において、この薬学的組成物は、少なくとも１つのカン
ナビノイドを更に有するものである。
【請求項８７】
　請求項８６記載の薬学的組成物において、前記カンナビノイドは、Δ９－テトラヒドロ
カンナビノール若しくはカンナビジオールである。
【請求項８８】
　請求項８５記載の薬学的組成物において、この薬学的組成物は、更に、
　少なくとも１つのオピオイドを有するものである。
【請求項８９】
　請求項８８記載の薬学的組成物において、前記オピオイドは、アルフェンタニル、ブプ
レノルフィン、ブトルファノール、コデイン、デゾシン、ジヒドロコデイン、フェンタニ
ル、ヒドロコドン、ヒドロモルホン、レボルファン、ロペラミド、メペリジン（ペチジン
）、メサドン、モルヒネ、ナルブフィン、オキシコドン、オキシモルホン、ペンタゾシン
、プロピラム、プロポキシフェン、スフェンタニル、及びトラマドール、並びにその混合
物からなる群から選択されるものである。
【請求項９０】
　請求項８５記載の薬学的組成物において、この薬学的組成物は、更に、
　少なくとも１つの鎮痛剤を有するものである。
【請求項９１】
　請求項９０記載の薬学的組成物において、
　前記鎮痛剤は、ＣＯＸ２阻害剤、アスピリン、アセトアミノフェン、イブプロフェン、
若しくはナプロキセン、又はその混合物である。
【請求項９２】
　請求項８５記載の薬学的組成物において、この薬学的組成物は、更に、
　抗発作薬剤、抗うつ剤、ＮＭＤＡ受容体アンタゴニスト、イオンチャネルアンタゴニス
ト、ニコチン性受容体アゴニスト、抗パーキンソン病薬剤、及びその混合物からなる群か
ら選択される少なくとも１つの薬剤を有するものである。
【請求項９３】
　請求項９２記載の薬学的組成物において、前記抗発作薬剤は、カルバマゼピン、ガバペ
ンチン、ラモトリジン、若しくはフェニトイン、又はその混合物である。
【請求項９４】
　請求項９２記載の薬学的組成物において、前記抗うつ剤は、アミトリプチリンである。
【請求項９５】
　請求項９２記載の薬学的組成物において、前記抗パーキンソン病薬剤は、デプレニル、
アマンタジン、レボドパ、若しくはカルビドーパ、又はその混合物である。
【請求項９６】
　請求項１記載の化合物であって、この化合物は、
　これらの化合物を必要とする患者におけるカンナビノイド受容体に結合するものであっ
て、
　前記化合物の有効量を前記患者に投与するために使用されるものである。。
【請求項９７】
　請求項９６記載の化合物において、前記カンナビノイド受容体は、ＣＢ１及びＣＢ２カ
ンナビノイド受容体からなる群から選択されるものである。
【請求項９８】
　請求項９６記載の化合物において、前記カンナビノイド受容体は、中枢神経系にあるも
のである。
【請求項９９】
　請求項９６記載の化合物において、前記カンナビノイド受容体は、中枢神経系の末梢に
あるものである。
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【請求項１００】
　請求項９７記載の化合物において、この化合物は、ＣＢ１カンナビノイド受容体よりも
、ＣＢ２カンナビノイド受容体に選択的に結合するものである。
【請求項１０１】
　請求項９７記載の化合物において、この化合物は、ＣＢ２カンナビノイド受容体よりも
、ＣＢ１カンナビノイド受容体に選択的に結合するものである。
【請求項１０２】
　請求項９６記載の化合物において、前記結合はカンナビノイド受容体の活性に刺激する
ものである。
【請求項１０３】
　請求項９６記載の化合物において、この化合物は、実質的に血液脳関門を通過しないも
のである。
【請求項１０４】
　請求項９６記載の化合物において、この化合物は少なくとも１つのカンナビノイドの有
効量と組み合わせて前記患者に投与するために使用されるものである。
【請求項１０５】
　請求項１０４記載の化合物において、前記カンナビノイドは、Δ９－テトラヒドロカン
ナビノール若しくはカンナビジオールである。
【請求項１０６】
　請求項９６記載の化合物において、この化合物は、
　少なくとも１つのオピオイドの有効量と組み合わせて前記患者に投与するために使用さ
れるものである。
【請求項１０７】
　請求項１０６記載の化合物において、前記オピオイドは、アルフェンタニル、ブプレノ
ルフィン、ブトルファノール、コデイン、デゾシン、ジヒドロコデイン、フェンタニル、
ヒドロコドン、ヒドロモルホン、レボルファン、ロペラミド、メペリジン（ペチジン）、
メサドン、モルヒネ、ナルブフィン、オキシコドン、オキシモルホン、ペンタゾシン、プ
ロピラム、プロポキシフェン、スフェンタニル、及びトラマドール、並びにその混合物か
ら選択されるものである。
【請求項１０８】
　請求項９６記載の化合物において、前記患者は、痛み、胃腸疾患、泌尿生殖器疾患、炎
症、緑内障、自己免疫疾患、虚血状態、免疫関連疾患、及び神経変性病、並びにその組み
合わせからなる群から選択される疾病若しくは疾患の治療若しくは予防を必要とするもの
である。
【請求項１０９】
　請求項１０８記載の化合物において、前記痛みは、炎症性痛覚、神経障害性の痛み、内
臓痛、手術疼痛、術後疼痛、癌に関連した痛み、若しくはその組み合わせである。
【請求項１１０】
　請求項１０８記載の化合物において、前記胃腸疾患は、吐き気、嘔吐、食欲不振、悪液
質、下痢、炎症性腸疾患、過敏性腸症候群、若しくはその組み合わせである。
【請求項１１１】
　請求項１０８記載の化合物において、前記泌尿生殖器疾患は、膀胱機能障害、腎炎、若
しくはその組み合わせである。
【請求項１１２】
　請求項１０８記載の化合物において、前記自己免疫疾患は、多発性硬化症、関節リウマ
チ、乾癬、クローン病、全身性エリテマトーデス、重症筋無力症、Ｉ型糖尿病、骨粗鬆症
、若しくはその組み合わせである。
【請求項１１３】
　請求項１０８記載の化合物において、前記虚血状態は、腎虚血、脳卒中、脳虚血、若し
くはその組み合わせである。
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【請求項１１４】
　請求項１０８記載の化合物において、前記免疫関連疾患は、喘息、慢性肺閉塞性疾患、
気腫、気管支炎、アレルギー、臓器移植の組織拒絶反応、セリアック病、シェーグレン症
候群、若しくはその組み合わせである。
【請求項１１５】
　請求項１０８記載の化合物において、前記神経変性病は、パーキンソン病、アルツハイ
マー病、ハンチントン病、筋萎縮性側索硬化症、若しくはその組み合わせである。
【請求項１１６】
　請求項１１５記載の化合物において、この化合物は、
　デプレニル、アマンタジン、レボドパ、若しくはカルビドーパと組み合わせて前記患者
に投与するために使用されるものである。
【請求項１１７】
　請求項１０９記載の化合物において、この化合物は、
　コデイン、カルバマゼピン、ガバペンチン、ラモトリジン、フェニトイン、アミトリプ
チリン、ＮＭＤＡ受容体アンタゴニスト、イオンチャネルアンタゴニスト、ニコチン性受
容体アゴニスト、若しくはその混合物と組み合わせて前記患者に投与するために使用され
るものである。
【請求項１１８】
　請求項１記載の化合物であって、この化合物は、
　虚血作用及び再かん流作用に対して心臓保護を必要とする患者における前記心臓保護を
提供するものであって、さらに、
　前記化合物の有効量を前記患者に投与するために使用されるものである。
【請求項１１９】
　請求項１１８記載の化合物において、前記虚血作用又は再かん流作用は、不整脈若しく
は高血圧である。
【請求項１２０】
　請求項１記載の化合物において、この化合物は、
　悪性細胞のアポトーシスを誘発するものであって、さらに、
　前記化合物の有効量を前記細胞に接触させるために使用されるものである。
【請求項１２１】
　請求項１２０記載の化合物において、前記アポトーシスは、インビトロで起こるもので
ある。
【請求項１２２】
　請求項１２０記載の化合物において、前記アポトーシスは、ヒトを除くインビボで起こ
るものである。
【請求項１２３】
　請求項１記載の化合物であって、この化合物は、
　食欲を調整するものであって、さらに、
　前記化合物の有効量をそれを必要とする患者に投与するために使用されるものである。
【請求項１２４】
　請求項１記載の化合物において、各々のＧ１は、個別に、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ１９、－Ｓ
（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒ２０ａ）（Ｒ２０ｂ）、－Ｃ（＝Ｏ）－ヘテロシクロアルキル、－Ｃ（
＝Ｏ）－ヘテロアリール、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１８ｃ）（Ｒ１８ｄ）、若しくは－Ｃ（
＝Ｎ－ＣＮ）－Ｎ（Ｒ１８ｅ）（Ｒ１８ｆ）である。
【請求項１２５】
　請求項１記載の化合物において、各々のＲ１７は、個別に、Ｈ若しくはアルキルである
。
【請求項１２６】
　請求項１記載の化合物において、各々のＧ２は、アルキル、アシル、アリール、ヘテロ
アリール、ヘテロシクロアルキル、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ１９、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒ２０ａ



(22) JP 2008-515897 A5 2009.2.5

）（Ｒ２０ｂ）、－Ｃ（＝Ｏ）－ヘテロシクロアルキル、－Ｃ（＝Ｏ）－ヘテロアリール
、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１８ｃ）（Ｒ１８ｄ）、－Ｃ（＝Ｏ）－ＯＲ９ｂ、若しくは－Ｃ
（＝Ｎ－ＣＮ）－Ｎ（Ｒ１８ｅ）（Ｒ１８ｆ）である。
【請求項１２７】
　請求項１記載の化合物において、Ｒ２１は、Ｈ若しくはアルキルである。
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